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研究成果の概要（和文）：PCoA解析の結果、属レベルでは床用材料であるアクリルレジン、コバルトクロム合金
と、天然歯を想定したハイドロキシアパタイトの3種の試料片上の微生物叢は類似しStreptococcus属や
Neisseria属の菌が多数を占めていた。これらはデンタルプラークの形成過程の初期に多くみられる菌である。
今回試料片上にはデンタルプラークと似た組成のプラークが形成されていたと考えられる。
これに対し、唾液サンプルと各種試料片から得たサンプルとでは形成される微生物叢が異なっていた。唾液中に
は浮遊菌が多くを占めるが、歯や義歯床上の微生物は材料への付着性を持つ菌の割合が多いため、微生物叢が異
なったものと考えられる。

研究成果の概要（英文）： By the analysis at genus level of a principal coordinate analysis plot, 
there were no difference of microbiome on the  materials of acrylic resin or cobalt-chromium alloy, 
which are denture base materials and hydroxyapatite, which is supposed to be natural teeth was found
 . In particular, Streptococcus and Neisseria spp. were the majority. These bacteria are common in 
the early stages of dental plaque formation. It is suggested that denture plaque having a 
composition similar to that of dental plaque was formed on the materials.
 On the other hand, there were differences in the microbiome between that in saliva and on three 
kinds of materials. Saliva contains floating bacteria. On the other hand, the microbes on the teeth 
and denture base have a high proportion of bacteria that adhere to the material, so it is considered
 that the microbial flora was different.

研究分野： 医歯薬学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの義歯に付着した微生物を検索する研究は、主に特定の微生物もしくは微生物の総数を検討することに
よって行われており、どのような組成のバイオフィルムが義歯表面に形成されているかについては十分明らかで
なかった。今回、16s rRNAシークエンサーを用いて義歯床用材料に形成されたマイクロバイオームを詳細に解析
したことで、義歯に付着した微生物叢が唾液の微生物叢と異なり、デンチャープラークと類似していることが明
らかとなった。この結果により、義歯清掃のアプローチ法について、デンタルプラークへのアプローチを参考に
詳細に検討することが可能になると考えられ、学術的意義の高い研究であったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
肺炎は高齢者の死亡原因の第 3 位を占め、中でも唾液の不顕性誤嚥がその発症原因の 1 つで

ある誤嚥性肺炎が多くを占めている。口腔微生物は齲蝕や歯周病のみならず誤嚥性肺炎などの
全身疾患の発症に関与しており、感染制御の観点からも口腔微生物を制御することが重要であ
ると考えられる。高齢者の口腔内では若年者と比較して、顎堤吸収や口腔粘膜の菲薄化といった
物理的変化に加え、口腔マイクロバイオーム（微生物叢）の変化が生じていることが報告されて
いる 1)。研究者らはこれまでに、唾液中微生物数に舌苔やデンチャープラークが関与し 2)、舌や
義歯が口腔微生物のリザーバーとなる可能性を報告してきた 1)。高齢者においては、歯の喪失に
伴い義歯などの補綴装置を装着している人が多く、また加齢に伴い装着する装置も大型化する
傾向にある。特に要介護高齢者では、口腔衛生状態の悪化に伴い清掃不良の義歯を装着している
ことも多く、義歯が口腔微生物の温床となっている可能性が高い。 
誤嚥性肺炎の発症には舌苔のマイクロバイオームが関係することが明らかとなっているが 3)、

義歯に付着する微生物に関する研究は特定の微生物に対する検討にとどまっており、義歯のマ
イクロバイオームの組成や関与については十分明らかとなっていない。また、要介護高齢者など
に装着された清掃状態の不良な義歯のマイクロバイオームが清掃状態の良好な義歯と異なるの
かについても明らかとなっていないのが現状である。 
研究代表者らは義歯の装着が口腔マイクロバイオームに与える影響に着目し、16s rRNA シー

クエンサーを用いて要介護高齢者と健常高齢者それぞれに装着された義歯表面のマイクロバイ
オームを解析し、義歯の清掃状態の違いによる影響を検討することとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、要介護者と健常高齢者それぞれの義歯表面に付着した口腔マイクロバイオ
ームの組成を明らかにし、義歯の清掃状態の違いによる影響を検討することとした。 
 
３．研究の方法 
（１）対象者 
当初、要介護高齢者および健常高齢者を対象として義歯表面からサンプルを採取する予定で

あったが、新型コロナウイルス感染症の拡大のために研究協力施設からの立ち入り制限等がか
かり、予定していた研究協力施設における要介護高齢者からの試料採取が行えない状況が続い
た。また、健常高齢者からの試料採取に関しても、同じく新型コロナウイルス感染症の状況によ
って満足に行えない状況となり、当初の研究計画を完了することが現実的に難しい状況となっ
た。そのため、研究計画を一部変更して健常者 10名（平均年齢 28±1.73 歳）を被験者として追
加し、義歯床用レジン試験片に付着した口腔マイクロバイオームの解析を行って、本研究目的で
ある義歯に付着した口腔微生物叢についての検討を行うこととした。 
（２）口腔微生物叢の解析 
各種床用材料の試料片を付着させた上顎用口腔内アプライアンスを被験者に装着させ、形成

された微生物叢を解析した。試料片は、床用材料であるアクリルレジン(PMMA)とコバルトクロム
合金(Co-Cr)と、天然歯を想定したハイドロキシアパタイト(HA)の 3 種類を用いた。試料は、直
径 5mm、厚さ 2mm の円盤状ディスクに成形した。また、比較対象として安静時唾液についても検
討した。 
各種義歯床用材料について試料片を頬面に付着させた口腔内アプライアンスを 48 時間、食事

時とブラッシング時以外装着させた（図 1）。装着期間後、試料片を採取し、vortex により試料
片からの微生物を剥離させた。そして微生物の DNA を抽出後に、PCR にて 16s rRNA coding 領域
(V3-V4 領域)を増幅し、Miseq を用いて各試料片に付着した微生物叢の解析を行った。各試料片
の微生物叢の内訳である Operational Taxonomic Unit (OTU)を求め、各材料について主座標分
析 PCoA 解析を行った。また、各試料上の細菌の属および種レベルでの OTU 値に対し、Kruskal-
Wallis 検定を行った(α=0.05)。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 試料片を付着させた口腔内アプライアンス 
 



４．研究成果 
 PCoA 解析の結果、属レベルでは床用材料であるアクリルレジン(PMMA)とコバルトクロム合金
(Co-Cr)と、天然歯を想定したハイドロキシアパタイト(HA)の 3 種の試料片上の微生物叢は類似
し、微生物叢中の割合としては Streptococcus 属や Neisseria 属の菌が多数を占めていた（図
2）。これらの菌は、デンタルプラークの形成過程の初期に多くみられる菌である。そのため、今
回試料片上にはデンタルプラークと似た組成のプラークが形成されていたと考えられる。この
結果は、ペリクルにより材料表面が被覆されたことにより、異なった素材に類似したマイクロバ
イオームが形成されたことを示唆している。 
これに対し唾液サンプルと各種試料片から得たサンプルとでは、形成される微生物叢が異な

っていた。唾液中には浮遊菌が多くを占めるが、歯や義歯床上の微生物は材料への付着性を持つ
菌の割合が多くなったため、唾液と試料片上の微生物叢が異なったと考えられる。 
種レベルの検討では、PMMA は Co-Cr および HA との間で Streptococcus 属の組成が異なってい

た。これは、材料の表面特性の違いがペリクルの微細構造に影響を与えたために、種レベルで材
料ごとに付着しやすい菌が異なったものと考えられるが、詳細については今後更なる検討を行
う必要がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 属レベルでの微生物叢 

 
 

 本研究結果より、義歯床用レジン表面がペリクルにより被覆され、デンタルプラークと類似し
たマイクロバイオームが形成されることが示唆された。このことは、義歯を入れるだけでは微生
物叢には大きな悪影響を与えないこと、清掃状態の不良な義歯への清掃はデンタルプラークへ
のアプローチを参考とすることへの根拠になるとも考えられる。 
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